
 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 「食育フォーラム 10 月号」より 

 

お米は日本人にとって主食であり、古来から神事や祭事において中心となる 

重要な作物でした。しかし、1人当たりの年間消費量は 1962(昭和 37)年度の 118.3㎏をピークに

2022(令和 4)年度は 50.9 ㎏まで減少しています。さらに昨年からの米価格の高騰も社会に大きな

影響を及ぼしています。もうすぐ新米の時期です。お米の大切さやよさを改めて見直してみましょう。 

給食のご飯の量には、学年ごとの目安があります。ふだん家で食べている量と比べてみましょう。目安

はありますが、食べられる量は人それぞれ違います。学校では給食当番の子どもたちが盛り付けた後、

体格や運動量、体質、その日の体調によって、その人に合った量を調整します。 

食育だより 10月号 
令和７年 

（毎月19日は食育の日） 徳島市国府小学校 

約 150g          約 170g          約 200g 

１・２年生          ３・４年生          ５・６年生 

盛
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食事の量について

気になることがある

方は、いつでも栄養

教諭にご相談くだ

さい♪ 

 



   お米ができたよ！ 

 

 今年も５年生は、「月の輪あわ国府」の方々にご協力いただきながらお米を栽培しました。

５月１２日に田植えをし、自然の恵みをいっぱいに受け、稲はたくましくぐんぐん育っていき

ました。そして、９月９日収穫の時を迎えました。 

 
 
 

 
 

 

また、９月２４日には、「月の輪あわ国府」の方々から「お米の話」の出前講座を受け、お

米の作り方や品種などについて教わりました。子どもたちは話を聞いて、日頃何気なく食べて

いたお米に対しての見方が変わったようです。１１月には、稲刈りをしたお米を精米し、家庭

科の時間に耐熱ガラス鍋で炊いて、みんなで食べる予定です。作物の生育や変化を教えてもら

ったり、労働の厳しさや米作りの大切さを体験できたりしたことは、子どもたちにとって、と

ても貴重な経験になりました。 

【田植え】  

 うしろに進みながら、なえを植えていき

ました。中ごしの体勢でいるので長い時間

やると、けっこう大変でした。初めてでも

やっていくうちに、だんだん慣れてきて、

楽しかったです。  

【稲刈り】  

 かまを使って稲をかる時に、思って

いたよりも稲がかたくてびっくりしま

した。大変な作業の中で農家の人たち

がどれだけお米を大切にしているのか

がよく分かりました。 

【田植え】  

  田植え体験をして、田植えをすごく身近に感じるこ

とができて、とても楽しかったです。植える量や深さが

難しかったけれど、自分で植えられた達成感がありま

した。もっと田植えをしたかったです。  

かまを使うのはドキドキするな。 

どんどん植えていくよ。 

【稲刈り】  

 農家の方々が、いつもこんなに苦労

してお米をつくってくれているのだと

実感しました。この作業を毎年してい

ると考えると、本当に感謝して食べな

いといけないなと思いました。 


